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～新型・次世代太陽電池～ 

ペロブスカイト太陽電池の世界市場は 2035年に 1兆円 

～結晶シリコン太陽電池と重ね合わせたタンデム型が伸びる～ 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋 社長 菊地 弘幸 03-3241-3470）は、

現在主流の太陽電池とは異なる特性を持つことから、独自性・特殊性を活かした用途開拓が進められている新型・

次世代太陽電池の世界市場を調査した。その結果を「2023年版 新型・次世代太陽電池の開発動向と市場の将来展

望」にまとめた。 

この調査では、色素増感太陽電池（ＤＳＣ）、有機薄膜太陽電池（ＯＰＶ）、ペロブスカイト太陽電池（ＰＳＣ）

といった新型・次世代太陽電池の市場の現状を捉え、将来を予測するとともに、参入企業２０社の商用化や商用化

から量産化・事業化に向けた見通しを展望した。 

 

 

新型・次世代太陽電池の研究開発は、日本でも関心が高まっているが、商用化は海外が先行している。有望アプ

リケーションとして、ＢＩＰＶ（建材一体型太陽電池）やＢＡＰＶ（建物据付型太陽電池）、既存の太陽電池と組

み合わせたタンデム型太陽電池、ＩｏＴデバイス用のセンサー電源などが注目されている。また、商用化ではＤＳ

ＣやＯＰＶが先行しているが、参入企業数が多く、実証やサンプル出荷が進んでいるＰＳＣの伸びが期待される。 

 

＜注目市場＞ 

●ペロブスカイト太陽電池（ＰＳＣ） 

 
※タンデム型は、結晶シリコン太陽電池と一体化させたモジュールとして市場を算出している。      

※サンプル出荷など、商用化前の外部提供を含む。      

ＰＳＣは、一部で商用化が進んでいるものの、実証段階のメーカーが多い。用途としては、ＩｏＴデバイスやＢ

ＩＰＶのほか、結晶シリコン太陽電池に重ね合わせることで発電効率向上が期待されるタンデム型が有望である。

タンデム型は、結晶シリコン太陽電池の高付加価値化製品としての展開や既存の生産ラインを活用した生産体制

の確立などが可能なことから、大手の結晶シリコン太陽電池メーカーによる開発も増えている。 

量産に向けて、欧州／中国メーカーを中心に動きが活発化しており、パイロットラインの稼働と生産技術の検証

などを経て、２０２０年代半ばに量産が本格的に進むとみられる。特に中国メーカーは大企業や政府機関の支援を

受けて、ＧＷ規模の生産体制構築に向けた資金調達と設備投資を進めている。 

今後はタンデム型がけん引することで市場が拡大し、２０３５年には１兆円が予測される。 
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本件に関するお問合せ：広報部 （Tel.03-3241-3473 Fax.03-3241-3487またはmail address：koho@fuji-keizai.co.jp）  

 

【その他種類別市場動向】 

ＤＳＣは、ほかの新型・次世代太陽電池と比べて、いち早く商用化が進み、ＩｏＴデバイス用のセンサー電源と

して、メンテナンスフリーの利便性を訴求する製品が展開されている。量産化については、既存のアモルファスシ

リコン太陽電池や一次電池に対してコスト優位性がなく、製品あたりの搭載容量が小さいことが、課題となってい

る。 

そのため、近年は、デザイン性や軽量、ポータブルといった特徴を活かしたコンシューマー向けの電子機器や充

電器での搭載など、新規用途の開拓が進められている。一方で、変換効率や電圧の点で優位にある、ＰＳＣへ開発

の軸足を移す企業も増加している。 

 

ＯＰＶは、印刷技術を応用したフィルム基板の製品を中心に大面積化と低コスト化が図られており、海外メーカ

ーが量産化を進めている。軽量・薄膜・フレキシブルという特性を生かして屋根材や壁材・窓材といったＢＩＰＶ

向けが多くを占めており、屋外での長期利用（２０年間）も想定した製品開発と商用化が進んでいる。また、耐久

性よりも透明性やデザイン性を重視した製品として、室内用窓フィルムや衣料品、タペストリーなどでも採用され

ている。 

 

 

＜調査対象＞ 

新型・次世代太陽電池   

・色素増感太陽電池（ＤＳＣ） ・有機薄膜太陽電池（ＯＰＶ） ・ペロブスカイト太陽電池（ＰＳＣ） 

企業動向   

・ＤＳＣメーカー ３社 ・ＯＰＶメーカー ５社 ・ＰＳＣメーカー １２社 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データ

ベースを併用 

 

＜調査期間＞ 

２０２３年１月～２月 

     以上 

資料タイトル ： 「2023年版 新型・次世代太陽電池の開発動向と市場の将来展望」 

体 裁 ： Ａ４判 ６３頁 

価 格 ： ＰＤＦ版 ３３０,０００円（税抜３００,０００円） 

  ネットワークパッケージ版 ４９５,０００円（税抜４５０,０００円） 
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